
石

油

地

質

学

概

要

(
十
八
)

雄
琴
士

大

村

7

戒

X

EZZ
本

油

田

の

地

質

及

蹟

味

乱

秋

田

油

田

の

地

質

及

鋳

床

.

Å

地

質

紙

数

第
三
紀
層
の
分
数

秋
田
油
田
を
構
成
せ
る
第
二
蔽

骨
敵
地
暦
の
性
質
及
特
徴
に
由

-
分
類
す
れ
ば
'
大
腰
に
於

て
主
だ
し
て
凝
荻
岩
の
如
き
火
山
破
揮
岩
よ
り
成
る
静
系
ビ
'
他
は
主
.,J
L
て
砂
岩
､
頁
岩
等
の
破
砕
岩
よ
-
成
る

厚
東
E
に
二
大
別
さ
れ
る
O
後
者
は
前
者
の
上
に
横
は
b
t
両
者
の
間
に
は
不
整
各
的
関
係
の
存
在
を
考

へ
ら
る
～

鮎
も
あ
れ
ざ

､
現
在
迄
の
材
料
に
で
は
大
憎
に
於
で
整
合
だ
考

へ
て
屠
る
｡
而
し
て
前
者
は
石
油
鋳
床
に
直
接
閥
係

無
け
れ
で
も
P
後
者
は
直
接
闘
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
｡
以
上
の
如
-
款
旺~
油
田
の
第
三
紀
層
は
岩
石
の
性
質
に
薯

し
き
差
異
の
あ
る
瓢
並
に
裡
溶
的
の
立
場
よ
り
し
て
新
宙
或
は
上
下
に
二
大
別
す

べ
き
で
あ
る
｡
さ
れ
で
.
本
編
に

於
V
は
上
部
の
石
油
に
銅
係
あ
る
破
砕
岩
を
上
'
中
'
下
の
三
段
に
分
か
ち
､
下
部
の
火
山
破
砕
岩
猿
を
敢
下
部
だ

日
批
地
抗
戦
g
i
征
野

q
i
O
fi二

六
五



地

球

し
て
分
赦
し
て
置
い
た
｡

上
郡
暦

は
粗
菓
な
る
主
だ
し
て
砂
利
'
砂
'

妨
九
怨

節
四
幼

n
O
山

六
六

粘
土
よ
り
成
り
'
時
に
粗
恵
な
る
石
炭
を
磯
風
す
る
｡
木
履
は
主

固 一 節

代暦紐三第田油田秋
何軒断批准nA一地的未

婁
油
田
附
近
に
は
露
出
少
な
き
食
め
他
の
犀
に

比
較
し
て
あ
ま
-
研
究
さ
れ
て
居
な
い
｡
木
履

系
の
厚
さ
は
五
〇
〇
米
以
上
で
あ
る
0

中
部
膚

は
砂
嚢
貫
岩
を
主
鯉
.rJ
し
て
下
部

に
砂
岩
の
著
し
-
凝
蓬
す
る
こ
ど
あ
る
を
特
徴

î)せ
る
も
の
で
あ
る
〕
本
暦
は
地
方
に
接
り
相

の
担
化
が
相
督
顕
著
t
tる
も

､
大
槻
に
於
て
上
下
の
両
部
に
分
か
た
れ
得
る
｡
上
部
は
主
だ
し
て
扶
育
次
色
の
秒
質

貢
岩
に
し
て
上
方
は
虹
に
粗
粒
,IJ
だ
-
貫
岩
男
砂
岩
に
推
移
L
p
速
に
上
部
暦
ど
な
る
｡
下
部
は
此
校
的
細
粒
'
衣

サ
サチカ

ナン
ーク

色
に
し
て
桝
に
依
で
は
濃
淡
色
藍

仰
び
黒
色
哲

有
に
租
似
す
る
も
の
も
あ
る
｡
余
は
上
部

を

笹

岡

暦
も
下
部
を

天

徳

♂等

暦
品

名
し
て
居
る
｡
北
の
外
に
笹
岡
骨
の
上
部
が
.FE
=宗

砂
岩
官
茂
り
節
介
等
の
貝
化
石
を
含
み
特
徴
あ
る
岩

J･ウ
フ
イ
ハ

層
P,J
な
れ
る
こ
ぎ
の
り
､
余
は
此
の
部
分
に
射
し
て

豆

腐

磐

暦
の
名
を
附
し
て
居
る
0
此
の
名
は
道
川
油
田
附
近
に

載
る
丘
の
名
に
接
っ
た
も
の
で
あ
る
.0

中
部
暦
に
於
で
最
も
.特
徴
あ
る
痩
化
は
'
其
の
中
部
以
下
に
場
所
に
由
-
砂
岩
の
著
し
-
敬
達
し
越
後
油
田
に
於

け
る
柾
谷
瀞
ご
同
様
7i
砂
軍

誓

石
の
瓦
暦
を
成
す
静
索
を
構
成
せ
る
こ
と
で
あ
る
｡
金
は
此
の
砂
岩
の
敬
逢
せ
る

暦
系
を
軽
根
唐
だ
命
名
し
て
屠
る
｡
此
の
粧
状
圏
は
現
班
頗
る
急
激
に
し
て
ー
其
の
教
連
の
状
態
は
概
略
次
の
加
-



で
あ
る
｡
秋
田
市
よ
り
図
割
に
著
し
-
敬
達
し
ー
且
つ
苗
に
鹿
-
に
従
っ
て
砂
岩
の
最
を
櫓
し
て
居
る
｡
而
し
て
其

の
内
に
於
て
も
閣
側
即
ち
日
本
海
岸
の
方
面
に
向
ひ
濃
も
多
-
畢
向
六
〇

〇
米
以
上
を
測
-
得
る
も
.
反
封
に
兼
側

に
向
っ
て
は
急
速
に
尖
溺
し
て
居
る
｡
此
の
如
-
大
股
に
放
て
南
1
両
に
厚
-
北
､
兼
に
向
っ
て
尖
城
す
る
如
き
状

態
に
在
る
を
以
て
秋
田
市
附
近
に
於
で
は
二

〇
〇
米
内
外
.JVJ
な
り
間
も
無
言
旭
川
油
田
附
近
に
て
消
滅
し
て
居
る
｡

秋
田
叩
以
南
に
於
て
は
桂
根
暦
は

一
時
ー
傘

-
出
現
せ
ざ
る
も
五
城
目
附
近
よ
-
帯
び
礎
達
し
初
め
北
東
に
向
ひ
増

大
し
て
居
る
｡
此
の
外
､
日
本
海
中
に
突
出
せ
る
男
鹿
牛
島
に
も
凝
達
し
て
居
る
｡
斯
る
有
様
な
る
を
以
て
秋
田
市

附
鑑
よ
り
以
北
の
油
田
に
於
で
は
本
管
の
酵
し
き
露
出
を
見
る
も
'
以
北
の
道
川
､
黒
川
､
豊
川
等
の
油
田
に
放

て

は
泰

熱
株
根
膚
を
見
る
こ
だ
が
山
楽
な
い
｡

下
部
層

は
黒
色
貢
岩
を
主
機

ÎJ
す
る
静
索
な
る
が
'
岩
層
の
特
徴
に
由

り
党
に
上
下
の
二
部
に
国
別
す
る
｡
上

部
は
撲
色
貢
岩
を
主
機
'JJJ
L
､
こ
れ
に
白
色
の
厚
薄
各
様
の
凝
炭
質
砂
岩
を
爽
む
を
特
徴
だ
せ
る
こ
ビ
越
後
抽
円
の

褒
城
暦
に
酷
似
し
て
屠
る
｡
本
黒
色
誓

石
暦
系
は
下
方
に
至
る
に
従
ひ
撤
密
堅
碇
の
皮
を
増
し
遂
に
下
部
の
硬
質
貢

岩
を
ま
だ
す
る
厨
系
に
推
移
し
て
居
る
｡
此
の
黒
色
頁
岩
の
厨
薫
は
男
鹿
牛
島
の
鹿
川
港
附
近
に
完
各
に
露
出
せ
る

フナ
カ
ハ

を
以
て
従
来
船

川

暦
ビ
呼
ば
れ
て
屠
る
｡
舶
川
府
の
下
部
に
は
主
だ
し
て
此
按
的
堅
硬
な
る
黒
色
頁
岩
だ
柾
栗
東
岩

よ
り
成
る
暦
系
が
あ
る
｡
瀧
貿
貢
岩
は
下
方
に
進
む
に
従
っ
て
其
の
畳
を
噂
し
.
同
時
に
下
部
に
は
燈
石
質
の
貢
岩

ダ
イ
ジ
マ

も
発
見
さ
れ
る
｡

本
棟
燭
真
岩
の
圏
系
b=qI,余
は
男
鹿
牛
島
の
露
出
地
名
に
由

･il鼓
島

暦

･/J
栴
ん
で
居
る
｡
但
し
秋
旧

-,･11
.･･[･

市
の
聞
方
､
由
利
郡
方
面
に
も
焼
き
低
域
に
露
出
あ
る
を
以
て
此
の
方
宙
に
於
で
は
鶴
田
暦
ビ
余
は
呼
ん
で
屠
る
｡

着
の
症
質
貿
岩
は
約
三
〇
〇
-
四
〇
〇
米
の
厚
さ
を
有
し
衣
に
述
ぶ
る
線
色
凝
衣
岩
の
上
に
横
は
ち
秋
田
的
田
地

n
J石
測
地
竹
雄
枇
邸

法

皇

六
七



地

球

欝
九
蓉

番
田
班

rK)対

米
八

方
に
均
様
に
発
達
し
て
居
る
P
此
の
貫
岩
の
成
因
に
就
で
は
未

だ
l
定
の
寵
な
き
も
､
余
は
大
健
に
於
で
品
色
賞
岩

の
沈
澱
常
時
の
醇
水
に
多
量
の
腰
版
権
酸
存
在
せ
し
馬
め
此
の
如
き
放
贋
貢
岩
の
成
生
を
見
た
る
な
ら
ん
ビ
解
し
て

屠
る
｡
而
し
て
海
水
中
の
多
最
の
腸
状
硫
酸
は
下
部
に
存
在
せ
る
純
色
産
衣
岩
の
沈
積
の
際
或
は
附
近
の
陸
地
に
存

在
せ
し
火
山
岩
瓶
の
蝕
刺
に
由
-
成
塵
供
給
さ
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
}J
考

へ
て
居
る
｡

此
の
政
男
貫
岩
の
下
部
に
は
所
に
由
り
で
は
p
鞘
岩
の
薄
層
が
存
在
し
て
其
の
下
部
の
韻
色
産
衣
岩
だ
接
し
て
居

る
こ
だ
が
あ
る
｡
男
鹿
牛
島
の
毒
島
村
附
鑑
に
は
代
表
的
の
露
出
が
あ
る
｡

最
下
部
暦

は
安
山
岩
.
石
英
粗
面
岩
等
の
凝
衣
岩
'
角
墜
岩
よ
り
な
る
暦
系
で
あ
る
｡
分
布
も
虞
-

1
椴
に
其

の
色
が
線
色
な
る
食
め
銀
色
捉
衣
岩
ビ
普
通
呼
び
馴
ら
さ
れ
て
居
る
｡
分
布
も
極
め
て
旗
-
抽
田
地
以
外
に
瓦
-
､

厚
さ
も
相
常
大
で
あ
る
｡
質
際
の
厚
さ
に
就
て
は
未
だ
充
分
研
究
せ
ざ
る
も
怖
ら
-
二
､

〇
〇
〇米
を
下
ら
ぬ
で
あ

ら

ちノ0
火
打
磐
鵜

最
下
部
の
練
色
凝
葱

万
骨
は
別
だ
L
上
部
の
破
砕
岩
の
暦
系
の
沈
積
中
に
も
火
山
岩
の
噴
出
あ
う
.

各
所
に
玄
武
岩
'
安
山
岩
､
石
英
粗
面
岩
の
爆
沈
に
由
る
岩
床
を
形
成
し
或
は
凝
友
岩
､
角
漁
岩
を
堆
積
し
て
居
る

是
等
の
凝
次
岩
類
に
し
て
厚
-
堆
積
せ
る
場
各

に
は
最
下
部
の
線
色
耗
衣
岩
に
酷
似
し
両
者
の
置
別
を
窮
ま
る
こ
ど

が
あ
る
.
此
の
上
部
の
純
色
凝
次
岩
を
余
は
暇
に
上
部
繰
色
耗
衣
岩
ビ
呼
ん
で
居
る
｡
鵜

川
p
豊
川
p
道
川
等
の
油

田
地
方
面
に
は
安
山
岩
､玄
武
岩
の
産
衣
岩
弗
多
量
に
堆
積
し
､
其
の
頭
部
は
黒
色
貫
岩
の
中
部
乃
至
は
最
上
部
に
迄

及
ん
で
.屠
る
｡
而
し
て
黒
色
百
,岩
･tJ
此
の
上
部
緑
色
凝
灰
岩

ビ相
接
す
る
附
近
に
は
屡
々
睦
質
貫
岩
の
成
生
を
散
見

す
る
.〇
此
の
雑
色
凍
衣
岩
だ
融
感
賞
岩
が
相
接
近
し
て
存
在

す
る
こ
亡
は
下
部
の
枚
質
常
磐
だ
点
下
部
の
純
色
笛只
仙石



の
閥
係
に
赦
し
て
居
る
0
飲
叩か
れ
堆
ー
上
部
の
場
各
は
就
異
質
岩
の
盈
及
び
布
衣
の
範
囲
は
下
部
の
未
に
此
し
て
温

か
に
狭
少
で
あ
る
｡
叉
上
部
の
場
各
に
は
石
衣
質
の
硯
質
頁
岩
の
存
在
を
発
見
す
る
こ
だ
が
少
な
-
な
い
｡
要
す
る

に
上
部
の
場
合

は
政
男
､
石
衣
肇
の
枚
貢
岩
が
比
較
的
軟
質
の
農
色
貢
岩
層
中
に
交
互
介
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡

此
の
軟
質
の
頁
岩
だ
硬
質
の
貢
岩
k)
が
交
互
介
在
す
る
こ
E
は
秋
田
油
田
の

一
部
の
栗
原
成
生
に
重
要
L･4
る
関
係
を

持

っ
て
居
る
｡

･秋
田
池
田
の
北
部
に
於
で
は
黒
色
貫
岩
暦
に
石
英
鬼
面
岩
贋
の
溌
衣
岩
が
多
-
爽
ま
れ
で
居
る
｡
奥
羽
線
二
ツ
井

ナ
ナ
ク
ラ

騨
附
近
に
露
出
す
る
凝
衣
岩
の
厚
暦
は
暮
色
頁
岩
系
の
最
上
に
替

わ
千
各
班
率
土
に
由
り

七
座

凝

次
岩
だ
命
名
さ
れ

ヒビ
キ

下
部
に
普
る
妊
衣
岩
は

智

油

田
の
貯
溜
岩
ビ
さ
れ
る
を
以
て
響
凝
次
岩
ビ
呼
び
庇
い
ビ
思
ふ
｡

地
質
時
代

秋
m
油
田
の
第
三
寵
暦
中
に
磯
児
さ
る
～
介
化
石
に
就
て
は
重

用
帝
国
大
畢
排
撃
部
紀
要
の
撃

1類

第

1
仰
第
九
籍
に
凝
表
さ
れ
た
る
横
山
博
士
の
研
究
が
あ
る
｡
此
の
研
究
に
掠
れ
ば
大
略
左
の
如
き
闘
係
に
な
る
｡

該
研
究
に
A
暦
だ
し
て
分
類
さ
れ
た
る
も
の
は
余
の
分
類
に
操
る
中
部
暦
の
最
上
部
'
豆
腐
岩
乃
至
上
部
暦
の
最
下

部
に
相
営
す
る
も
の
に
し
て
p
博
士
は
七
十

一
種
の
介
在
石
よ
り
木
履
を
上
部
武
戴
野
(
最
上
部
鮮
新
暦
)
だ
安
金
に

鑑
定
し
得
る
k
)述

べ
て
居
ら
れ
る
｡
B
暦
は
余
の
中
部
暦
の
上
部
即
ち
確
同
僚
に
相
雷
す
る
も
の
に
し
て
p
二
十
九

種
の
化
介
石
よ
-
下
部
武
減
野
即
ち
上
部
鮮
新
暦
だ
鑑
足
さ
れ
た
｡
C
暦
は
余
の
中
部
瀞
下
部
､
桂
根
暦
に
相
督
す

る
も
の
に
し
て
.
化
石
は
六
種
に
し
て
少
数
な
る
も
天
職
に
於
で
鮮
新
期
の
中
部
の
も
の
さ

し
で
取
扱
ふ
な
妥
皆
だ

し
て
居
ら
れ
る
｡
E
層
は
下
部
に
粕
静
す
る
も
の
t･t
る
が
'
木
骨
中
の
介
化
石
は
時
代
の
鑑
定
に
は
不
通
常
で
あ
る

だ
述

べ
て
あ
る
｡
下
層
は
最
下
部
の
線
色
凝
衣
岩
層
な
る
が
､
本
暦
も
化
石
少
な
-
時
代
の
決
定
に
困
難
な
る
も
鮮

石
肋
地
質
串
枇
要

義

C
七

六
九



地

球

第
九
番

堺
田
挽

き

八

七

〇

新
期
及
び
央
れ
よ
り
新
期
の
地
膚
中
に
未

だ教
児
さ
れ
ざ
る
O

s
t
r

ea
g
rav
itecta
の
春
在
よ
-
見
れ
ば
木
骨
は
恐

ら
-
中
新
期
の
も
の
L･{ら
ん
だ
鑑
定
さ
れ

てあ
る
｡

着
紀
要
の
外
に
秋
田
油
田
の
第
三
紀
層
の
時
代
を
知
る
有
力
な
る
化
石
は
男
鹿
牛
島
の
酉
黒
輝
に
鞭
見
さ
れ
た
る

有
孔
鹿

8
1iog
y
p
ein
a,
O
p
e
rc
ul
in
a
c.
m
p
7a
n
ata
で
あ
る
｡
此
の
化
石
に
就
で
は
千
谷
川
撃
士
の
地
質
調
査
朗
の
男

鹿
牛
島
油
田
調
査
報
忠

及
び
地
韓
雑
誌
大
正
十
三
年
五
月
挽
並
に
外
山
排
撃
士
の
北
光
第
九
挽

(
秋
田
儲
山
専
門
撃

杜
敬
行
)
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
.
叉
ー
千
谷
排
撃
士
に
疲
れ
は

(
同
撃
士
著
本
邦
に
放
け
る
油
田
)
東
北
帝

大
の
失
部
数
控
は
他
の
地
方
に
発
見
す
る
同
じ
有
孔
鹿
を
有
す
る
地
層
の
時
代
だ
此
瞭
し
て
其
の
時
代
は
多
分
申
新

期
の
下
部
な
ら
ん
と
鑑
定
さ
れ
た
る
故
､
こ
れ
に
従
ふ
も
或
は
中
部
ビ
し
て
考
ふ
る
も
差
し
文

へ
無
い
か
も
知
れ
ね

だ
述

べ
て
屠
ら
れ
る
｡
比
の
有
孔
歳
を
敬
兄
す
る
酉
捨
浬
の
地
瀞
は
下
部
暦
の
下
部
硬
質
貢
岩
系
に
属
す
る
も
の
な

る
故
､
少
な
-
ど
も
下
部
暦
の
下
部
は
甲
新
期
の
下
部
故
は
中
郡
の
も
の
ビ
考

へ
る
こ
と
が
山
凍
る
わ
け
で
あ
る
.

以
上
詑
逃
せ
る
化
石
の
研
究
の
粘
基
を
結
合
す
れ
ば
秋
田
油
田
の
箪

二
紀
膚
の
余
の
分
類
に
櫨
る
上
部
及
び
中
部

暦
は
鮮
新
期
に
屈
し
､
下
部
暦
は
大
股
に
於
て
中
新
期
に
属
す
る
も
の
ど
離
し
得
る
｡

･含
油
暦
の
層
位

現
在
秋
は
油
田
に
於
て
崖
洲
を
且
つ
ゝ
あ
る
油
田
は
第
二
同
に
表
は
せ
る
如
-
秋
山
市
を
中
心

I,J
し
て
北
部
に
は
旭
川
､
道
川
､
濁
川
､
黒
川
､
憩
川
の
五
油
m
t
南
部
に
は
金
照
寺
､
由
利
油
田
だ
紙
箱
さ
る
ゝ

ハネ
カ
ハ

ヵ
ツ
丁

匿
域
に
は
桂
根
'
調

川

'

勝

手

.
内
道
川
の
四
油
田
が
あ
る
｡
是
等
以
外
に
は
泡
か
北
部
の
山
本
郡
に
響
池
内
だ
由

利
郡
の
温
か
南
部
に
小
間
油
田
の
二
油
田
が
あ
る
ば
か
-
で
あ
る
｡

丑
等
油
田
の
骨
油
静
は
珪
根
油
の
上
部
の
-
の
及
び
小
間
油
田
を
除
-
外
は
凡
て
下
山榊
の
盟
…色
貢
岩
層
中
に
介
在
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し
.
桂
根
の
上
部
及
び
小
図
油
田
の
も
の
は
桂
根
居
中
に
介
在
し
て
居
る
｡
貯
将
所
は
道
川
､
黒
川
'
塩
川
の
三
油

田
の
も
の
は
黒
色
貢
岩
中
に
成
生
せ
る
二
次
的
植
際
に
し
て
蚤
-
特
殊
の
も
の
で
為
る
外
'
他
は
異
色
貢
岩
中
の
凝

友
岩
､
白
色
凝
次
質
砂
岩
及
び
桂
根
暦
中
の
砂
岩
の
孔
院
で
あ
る
｡

構
造
概
説

秋
田
油
附
の
第
三
紀
層
の
構
造
を
概
観
す
る
に
､
置
域
に
由
り
戯
曲
擾
乱
の
葦
度
を
異
に
す
る
如
き

特
殊
の
閥
係
牽
ポ
し
て
居
る
｡
換
言
す
れ
ば
鵠
佃
の
構
造
笹
に
区
別
さ
れ
､
各
自
構
造
を
異
に
し
て
居
る
｡
此
の
状

態
に
封
し
て
余
は
越
後
油
田
f̂J
同
様

『
断
層
摺
曲
』
fault･f.td
ing
だ
解
し
て
屠
る
｡
唯
､
秋
田
油
田
に
於
て
は
越

後
油
田
に
於
け
る
よ
-
は
置
域
構
造
の
差
異
が
薯
し
き
場
所
の
あ
る
こ
E
が
注
意
さ
れ
る
｡
即
ち
秋
田
油
田
に
於
で

は
上
部
第
三
紀
層
沈
積
後
に
加
は
れ
る
側
魔
は
先
づ
摺
曲
作
用
ど
な
り
第
三
紀
層
中
に
蔑
多
の
摺
塵
を
造
-
､
後
に

石
油
地
封
準
枇
嬰

lEtO九

七

E
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地

球

節
九
容

節
四
既

三
〇

七
二

重
-
側
鷹
は
断
層
作
用
だ
し
て
働
き
既
成
の
硝
煙
を
切
断
し
､
幾
多
の
陛
塊
に
分
か
ち
p
夏
に
其
の
陸
塊
を
塵
肺
し

て
鼻
形
せ
し
め
た
る
も
の
ど
解
し
て
屠
る
｡
斯
-
解
す
る
所
以
は
各
慣
域
に
於
て
構
造
を
典
に
す
る
も
.
衛
の
摺
壁

だ
認
定
し
得
る
も
の
を
各
値
域
を
通
じ
連
絡
､
追
跡
し
解
る
場
谷
が
多

い
か
ら
で
あ
る
｡
第
二
閲
は
秋
用
油
田
の
主

要
部
分
の
構
造
及
び
油
田
分
布
の
概
略
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡

▼
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摘

録

亀
t一tO‡l･l･lll量

■

◎
種
々
な
る
岩
石
の
物
理
他
測
党
の
結
果

内
滞
省
土
水
試
胎
桝
で
は
土
木
工
串
に
伴
用
す
る
和
々
の
材
料
の
慣

低
み
秋
定
す
べ
-
此
の
数
年
衆
研
究
本
紙
け
て
居
る
D
此
り
表
も
同
併

報
骨
解
九
班
中
よ
り
摘
放
し
た
-
の
で
あ
る
｡
即
ち
同
所
の
高
的
咽
技

伽
が
主
任
と
な

っ
て
､
大
正
十

1
年
十

7
月
よ
り
昭
利
二
年
三
月
迄
に

行
ひ
た
る
岩
石
試
肋
の

7
部
分
に
し
て
虫
と
し
て
甘
公
舷
の
依
朗
に
係

る
も
の
で
あ
る
0

本
表
の
叶
多
少
紋
別
各
班
す
る
も
の
け
磨
損
率
'
硬
度
及
び

批
比
で

あ
っ
て
､
之
れ
等
の
測
定
は
次
の
如
-
し
て
行
は
れ
L1
の
で
あ

る

｡

(
こ
概
比
-

ダ
イ
ヤ
モ
ノ
ド
｡
ド
-
〃
ふ
以
っ
て
試
料
よ
り
綻
柁

二
五
靴
の
俳
統
轄
布
状

･･YJ
取
り
'
其
の
耶
端
か
榊
に
鮭
内
な
る
:h川
に
竹

上
LL
る
粍
之
れ
み
ド
･2
-
硬
焼
拭
め
鵬
.1こ
批
付
け
｡
三
〇
余
日仲
を
池
過

し
凹
○
辞
館
に
止
ま
る
石
英
砂
の

-
定
盈
私
碓
え
す
撒
布
し
つ
つ
試
験

機
の
践
板
谷
担
抽
せ
し
め
､

f
o
o
o
(
千
)
姐
将
の
筏
磨
滅
せ
る
罷
免

も
以
っ
て
出
城
盛
と
な
し
､
之
れ
聖
二
に
て
除
せ
る
滞
空

IO
よ
り
減

じ
た
る
差
私
以
っ
て

｢
碗
庇
係
数
L

(破
庇
)
と
し
た
の
で
i;
る
従
っ
て

此
の
係
数
の
火
な
る
は
膳
城
に
射
す

ろ
紙
耽
カ
が
大
な
る
邸
聖
訳
す
も

の
で
あ
る
｡
又
鵬
滅
せ
る
訳
盤
払
試
倫
前
の
其
れ
に
て
除
し
た
る
も
の

の
官
分
率
布
以
て
膳
損
率
が
計
沸
さ
れ
る
｡

(
二
)
取
粍
-

上
述
の
如
-
紀
和
二
五
粕
の
供
託
鰭
私
取
り
'
之
れ

な
べ
-
ヂ
神
野
試
脇
機
上
に
の
せ
､
叉
供
試
助
の
上
端
に
は
下
端
が
二

〇
粕
の
城
田
み
な
す

1
斑
の
プ
ラ
ン
ヂ
ヤ
ー
私
産
-
'
蝕
る
後
'
之
れ

に
韮
盈
二
元
の
鋭
.a
み
飽
和

1
桝

の
高
さ
よ
り
終
下
せ
し
め
'
次
に
二

｢
糾
L

よ
り
拓
下
ぜ
し
め
､
以
下
順
次

f
r
耕
し
宛
高
さ
在
職
加
せ
し
め
つ

つ
供

試
雌
が
砕
破
す
る
の
み
保
ち
'
比
の
砕

破
せ
る
時
の
高
さ
の
｢
判
｣

数
か
以
っ
て
｢
取
性
L
と
す
る
の
で
あ
る
Q
(本
間
)


